
JP 2017-504385 A 2017.2.9

10

(57)【要約】
　本発明は、飲料製造機に関する。該飲料製造機は、携
帯型カプセル保持器１８を受容するための空洞１４を定
義する本体１２、及び空洞１４を開閉するための本体１
２に接続された蓋２０、を備えた煎出ユニット１０を有
する。該飲料製造機は、抽出可能な食品を封入するカプ
セル５０を受容するよう構成された、携帯型カプセル保
持器１８を有する。煎出ユニット１０及び携帯型カプセ
ル保持器１８は、液体流に関して噴水と類似する態様で
協働する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型カプセル保持器を受容するための空洞を定義する本体、及び前記空洞を開閉する
ための前記本体に接続された蓋、を備えた煎出ユニットと、
　抽出可能な食品を封入するカプセルを受容するよう構成された、携帯型カプセル保持器
と、
を有する飲料製造機であって、
　前記蓋は、前記蓋を通り、前記蓋の底側に配置された第１の液体出口において終端する
、液体送りチャネルを有し、前記蓋は更に、前記蓋の底側に配置された液体入口から、前
記蓋の内部を通り、前記蓋の底側に配置された第２の液体出口において終端する、液体輸
送チャネルを有し、
　前記携帯型カプセル保持器は、
　前記カプセルを受容するための略カップ型のカプセル受容部を備えた基部を有し、前記
カプセル受容部は、前記基部の底側に配置された底壁と、前記カプセル受容部を囲み、前
記底側に対して横向きに延在する少なくとも１つの側壁と、により定義され、前記カプセ
ルは、前記底側とは反対側の前記基部の上側に配置された開口を通して前記カプセル受容
部に挿入可能であり、
　前記携帯型カプセル保持器は更に、前記少なくとも１つの側壁に組み込まれた少なくと
も１つの内部保持器チャネルを有し、前記内部保持器チャネルは、前記基部の前記上側に
配置された保持器液体入口から、前記少なくとも１つの側壁の内部を通り、前記カプセル
受容部の内側面において終端し、前記カプセルが挿入されているとき前記内側面が前記カ
プセルに面する、
飲料製造機。
【請求項２】
　前記第１の液体出口は、前記携帯型カプセル保持器が前記煎出ユニットの空洞に挿入さ
れたときに、前記保持器液体入口に接続されるよう構成された、請求項１に記載の飲料製
造機。
【請求項３】
　前記液体送りチャネル及び液体輸送チャネルは、前記蓋の底側に略平行に延在する、請
求項１に記載の飲料製造機。
【請求項４】
　前記煎出ユニットの本体は、液体集めボウルを有し、前記携帯型カプセル保持器が前記
液体集めボウルに挿入され、前記蓋が閉じられたときに、前記第２の液体出口が、前記液
体集めボウルへと開く、請求項１に記載の飲料製造機。
【請求項５】
　前記蓋は、複数の液体送りチャネルを有し、前記複数の液体送りチャネルの各々が、前
記蓋を通って延在し、前記蓋の底側に配置された別個の第１の液体出口において終端する
、請求項１に記載の飲料製造機。
【請求項６】
　前記複数の液体送りチャネルは、前記蓋の中央領域から、径方向に外側に向かって延在
し、前記第１の液体出口は、前記中央領域から等しい距離に配置された、請求項５に記載
の飲料製造機。
【請求項７】
　前記蓋は更に、前記カプセルの上側を破裂させるための第１の破裂要素を有し、前記第
１の破裂要素は、前記蓋の底側に配置され、前記液体入口に接続された、請求項１に記載
の飲料製造機。
【請求項８】
　前記携帯型カプセル保持器は、複数の内部保持器チャネルを有し、各前記内部保持器は
、前記少なくとも１つの側壁に内蔵され、前記基部の上側に配置された保持器液体入口か
ら、前記少なくとも１つの側壁の内部を通って延在し、前記カプセル受容部の内側面にお
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いて終端する、請求項１に記載の飲料製造機。
【請求項９】
　前記複数の内部保持器チャネルは、前記カプセル受容部の中央長軸から等しい距離に配
置された、請求項８に記載の飲料製造機。
【請求項１０】
　前記携帯型カプセル保持器の前記基部は、互いに対して移動可能な少なくとも２つの別
個の基部部分、即ち第１の基部部分及び第２の基部部分を有し、前記第１の基部部分と前
記第２の基部部分との間に封止要素が配置された、請求項１に記載の飲料製造機。
【請求項１１】
　前記携帯型カプセル保持器の前記少なくとも１つの側壁は、前記カプセルのフランジを
受容するためのフランジ受容部を有し、前記フランジ受容部は、前記少なくとも１つの側
壁に備えられた凹部であり、前記基部の上側に配置された、請求項１に記載の飲料製造機
。
【請求項１２】
　前記携帯型カプセル保持器は、前記底壁に接続された弁を有する、請求項１に記載の飲
料製造機。
【請求項１３】
　抽出可能な食品を封入する柔らかいパッドを受容するよう構成された携帯型パッド保持
器を更に有し、前記空洞は、前記携帯型カプセル保持器か又は前記携帯型パッド保持器を
選択的に受容するよう構成された、請求項１に記載の飲料製造機。
【請求項１４】
　請求項１に記載の飲料製造機のための煎出ユニットであって、
　携帯型カプセル保持器を受容するための空洞を定義する本体と、前記空洞を開閉するた
めの前記本体に接続された蓋と、を有し、
　前記蓋は、前記蓋を通り、前記蓋の底側に配置された第１の液体出口において終端する
、液体送りチャネルを有し、前記蓋は更に、前記蓋の底側に配置された液体入口から、前
記蓋の内部を通り、前記蓋の底側に配置された第２の液体出口において終端する、液体輸
送チャネルを有する、
煎出ユニット。
【請求項１５】
　請求項１に記載の飲料製造機のための携帯型カプセル保持器であって、
　前記携帯型カプセル保持器は、抽出可能な食品を封入するカプセルを受容するための略
カップ状のカプセル受容部を備えた基部を有し、前記カプセル受容部は、前記基部の底側
に配置された底壁と、前記カプセル受容部を囲み、前記底側に対して横向きに延在する少
なくとも１つの側壁と、により定義され、前記カプセルは、前記底側とは反対側の前記基
部の上側に配置された開口を通して前記カプセル受容部に挿入可能であり、
　前記携帯型カプセル保持器は更に、前記少なくとも１つの側壁に組み込まれた少なくと
も１つの内部保持器チャネルを有し、前記内部保持器チャネルは、前記基部の前記上側に
配置された保持器液体入口から、前記少なくとも１つの側壁の内部を通り、前記カプセル
受容部の内側面において終端し、前記カプセルが挿入されているとき前記内側面が前記カ
プセルに面する、
携帯型カプセル保持器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばコーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンのような、飲
料製造機に関する。本発明は特に、１杯分用の自動又は半自動コーヒーマシン及び／又は
エスプレッソコーヒーマシンに関する。更に、本発明は、煎出ユニット及び飲料製造機の
ための携帯型カプセル保持器に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　１杯分用の自動又は半自動コーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンは、
ますます人気が高くなっている。完全自動コーヒーマシン（豆からカップまでを扱うコー
ヒーマシン）に比べた、これらの１杯分用のコーヒーマシンの主な利点は、低減させられ
た複雑さ、及びより衛生的な利用である。完全自動コーヒーマシンに比べた低減された複
雑さのため、斯かる１杯分用のコーヒーマシンは、比較的手頃な価格で消費者に提供され
得る。また、１杯分用のコーヒーマシンは、消費者にとって取り扱いが容易である。更に
、コーヒーを煎出するために必要とされる時間が短縮され、大型の受容部から分量、調味
料及び添加物を量り分ける必要性を取り除くことにより煎出工程も簡略化される。
【０００３】
　１杯分用のコーヒーマシンは、パッド又はカプセル内に封入された挽かれたコーヒー又
はコーヒー粉からコーヒーを抽出するための基本的原理に依存している。これらパッド又
はカプセルは、製造機の煎出ユニットの封止された煎出室へと挿入される。その後、温水
又は冷水が該煎出室へと及び該パッド又はカプセルへと注入又は放散され、それによりコ
ーヒーが抽出され得るようにする。使用されたパッド又はカプセルは、次いで捨てられ得
る。該パッド又はカプセル内に封入された原料に依存して、種々のタイプのコーヒー及び
／又はエスプレッソコーヒーの調製法及び風味が供給され得る。これらのタイプの１杯分
用の製造機によって、紅茶、温かいココア、スープ又はその他のタイプの温かい又は冷た
い飲料さえも抽出することが可能である。それ故、これら製造機はここでは一般的に飲料
製造機と示される。
【０００４】
　斯かる製造機の一例は、Senseo社の名前で本出願人により販売されている。このタイプ
の製造機は、抽出可能な食品が封入された柔らかいパッドを利用している。これら柔らか
いパッドは、ポッドと示されることもある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、他の１杯分用の製造機の供給者は、違う形状又はサイズのパッド、又は
違う形状及びサイズのカプセルを利用している。これら違う形状及びサイズのパッド及び
カプセルは、特定のパッド又はカプセルの形状及びサイズに専用に適合されたコーヒーマ
シン内の異なる受容部を必要とするだけではない。ことなる製造機タイプは、技術的な観
点からも異なる。カプセルを用いる機械は通常、約１．２乃至１．９ｂａｒの圧力を利用
するSenseo社の機械のような、より大きな及びより柔らかいパッドを用いる機械よりも、
高い圧力（約５乃至１９ｂａｒ）を利用する。それ故、煎出ユニットの技術的な設計が、
これらの異なる機械タイプについては、大きく異なる。
【０００６】
　異なるタイプのパッド又はカプセルを利用した場合、異なるタイプの器具が必要となる
。このことは、台所においてそれぞれが特定の動作方法を持ち場所を浪費する異なる機械
を意味し得る。
【０００７】
　国際特許出願公開WO2013/079814A1及び米国特許出願公開US2013/0133522A1は、異なる
サイズ及び形状のパッド及びカプセルを用いることを可能とする１杯分用のコーヒーマシ
ンに関連する。ここでは比較的複雑なアダプタが用いられ、各タイプのパッド又はカプセ
ルに１つのアダプタが用いられる。これらアダプタは、比較的取り扱いが不快なものであ
る。該アダプタは通常、種々のアダプタのうちの１つに新たなパッド又はカプセルが挿入
されるたびに消費者によって正確な態様で組み立てられる必要がある、複数の種々の部品
を有する。これに加え、煎出ユニット内の適切にバランスのとれた力の配分及び煎出室の
適切な封止を確実にすることが、依然として難しい。
【０００８】
　パッド及びカプセルを組み合わせた飲料製造機について生じる更なる問題は、パッドに
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おける液体の流れの挙動が、カプセルにおけるものとはかなり異なるという事実である。
カプセルは通常、薄箔によって上端をカバーされたプラスチック又は金属の本体を有する
。液体の挙動及びその結果のコーヒーの品質は、液体がカプセルの底部においてカプセル
に注入され、箔を通して上部においてカプセルから出る場合に、改善されることが分かっ
ている。パッド及びカプセルを組み合わせた飲料製造機については、液体は通常、上部か
ら煎出室に注入されるが、このことは、カプセルが逆さまに煎出室に挿入される必要があ
ることを意味する。このことは技術的には実現可能であるが、カプセルを逆さまに挿入す
ることは消費者にとって直観的ではない。
【０００９】
　斯くして、依然として改善の余地がある。
【００１０】
　本発明の目的は、異なる種類のパッド及びカプセルと共に用いられることができる、改
善された１杯分用の飲料製造機を抵抗することにある。特に、本発明の目的は、より直観
的な取り扱いを実現する煎出ユニット及び携帯型カプセル保持器のための技術的方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様においては、
  携帯型カプセル保持器を受容するための空洞を定義する本体、及び前記空洞を開閉する
ための前記本体に接続された蓋、を備えた煎出ユニットと、
  抽出可能な食品を封入するカプセルを受容するよう構成された、携帯型カプセル保持器
と、
を有する飲料製造機であって、
  前記蓋は、前記蓋を通り、前記蓋の底側に配置された第１の液体出口において終端する
、液体送りチャネルを有し、前記蓋は更に、前記蓋の底側に配置された液体入口から、前
記蓋の内部を通り、前記蓋の底側に配置された第２の液体出口において終端する、液体輸
送チャネルを有し、
  前記携帯型カプセル保持器は、前記カプセルを受容するためのカプセル受容部を備えた
、略カップ型の基部を有し、前記カプセル受容部は、前記基部の底側に配置された底壁と
、前記カプセル受容部を囲み、前記底側に対して横向きに延在する少なくとも１つの側壁
と、により定義され、前記カプセルは、前記底側とは反対側の前記基部の上側に配置され
た開口を通して前記カプセル受容部に挿入可能であり、
  前記携帯型カプセル保持器は更に、前記少なくとも１つの側壁に組み込まれた少なくと
も１つの内部保持器チャネルを有し、前記内部保持器チャネルは、前記基部の前記上側に
配置された保持器液体入口から、前記少なくとも１つの側壁の内部を通り、前記カプセル
受容部の内側面において終端し、前記カプセルが挿入されているとき前記内側面が前記カ
プセルに面する、
飲料製造機が提示される。
  本発明の第２の態様においては、携帯型カプセル保持器を受容するための空洞を定義す
る本体と、前記空洞を開閉するための前記本体に接続された蓋と、を有する、飲料製造機
のための煎出ユニットであって、
   前記蓋は、前記蓋を通り、前記蓋の底側に配置された第１の液体出口において終端す
る、液体送りチャネルを有し、前記蓋は更に、前記蓋の底側に配置された液体入口から、
前記蓋の内部を通り、前記蓋の底側に配置された第２の液体出口において終端する、液体
輸送チャネルを有する、煎出ユニットが提示される。
  本発明の第３の態様においては、抽出可能な食品を封入するカプセルを受容するよう構
成されたカプセル受容部を有する、略カップ状の基部を有する、飲料製造機のための携帯
型カプセル保持器であって、前記カプセル受容部は、前記基部の底側に配置された底壁と
、前記カプセル受容部を囲み、前記底側に対して横向きに延在する少なくとも１つの側壁
と、により定義され、前記カプセルは、前記底側とは反対側の前記基部の上側に配置され
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た開口を通して前記カプセル受容部に挿入可能であり、
  前記携帯型カプセル保持器は更に、前記少なくとも１つの側壁に組み込まれた少なくと
も１つの内部保持器チャネルを有し、前記内部保持器チャネルは、前記基部の前記上側に
配置された保持器液体入口から、前記少なくとも１つの側壁の内部を通り、前記カプセル
受容部の内側面において終端し、前記カプセルが挿入されているとき前記内側面が前記カ
プセルに面する、カプセル保持器が提示される。
【００１２】
　該飲料製造機は、特にコーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンとして実
現されても良い。好適な実施例においては、該飲料製造機は更に、抽出可能な食品を封入
する柔らかいパッドを受容するように構成された携帯側パッド保持器を有し、前記空洞が
、携帯型カプセル保持器か又は携帯型パッド保持器かを選択的に受容するよう構成される
。該携帯側パッド保持器は、好適には分離した部分である。このようにして、該飲料製造
機は、柔らかいパッド又はカプセルと共に利用されることができる。消費者が柔らかいパ
ッドを用いることを決定した場合には、該消費者は携帯型パッド保持器を接続ユニットの
空洞に挿入しても良い。ユーザがカプセルを用いることを決定した場合には、該ユーザは
携帯型カプセル保持器を接続ユニットの空洞に挿入しても良い。このことは、消費者にと
って容易な取り扱いを確実にする。
【００１３】
　実際には、本発明は例えば、柔らかいパッドのみならずカプセルもが内部で利用され得
るように変更された、Senseo社の製造機において適用されても良い。斯かるパッド及びカ
プセルの異なる概念のため、このことは、同じ製造機を用いて、種々のタイプの「通常の
」コーヒー及び／又はエスプレッソコーヒーを煎出することを可能とする。一般的に、「
通常の」コーヒーを煎出するためには柔らかいパッドがより適しており、エスプレッソコ
ーヒーを煎出するためにはカプセルがより適していると言える。
【００１４】
　しかしながら、該製造機の主な改良点は、煎出ユニット及び携帯型カプセル保持器が構
成される態様に関する。ここで提示される煎出ユニット及び携帯型カプセル保持器の構成
は、携帯型カプセル保持器にカプセルを逆さまに置く必要がないながらも、「通常の」１
杯分用のパッド用製造機におけるように、煎出ユニットの上から液体が注入されるような
煎出ユニットを利用することを可能とする。該カプセルは依然として、箔で被覆されたカ
プセルの上部が、煎出ユニットの上部に向けて上方向に向くように、即ち煎出ユニットの
蓋の裏側に向くように、カプセル保持器に置かれることができる。このことは、携帯型カ
プセル保持器にカプセルを正しく置く際に消費者にとって直観的であり、カプセル保持器
と共にカプセルを煎出ユニットに正しく置く際にも消費者にとって直観的なものとなる。
【００１５】
　このことは、煎出ユニットの蓋のなか、及び携帯型カプセル保持器のなかに内蔵された
、特殊なチャネルシステムにより確実にされる。該製造機の煎出ユニットの特徴的な機能
のひとつは、温かい飲料を煎出するために用いられる液体が、蓋を通って２回流れる点で
ある。該液体は、該蓋を通って内側を通り、該蓋の底側に配置された第１の液体出口にお
いて終端する、液体送りチャネルを介して、煎出ユニットへと注入される。該蓋の底側は
、該蓋が閉められたときに空洞に面するほうの該蓋の側を示すことは、留意されるべきで
ある。該液体は次いで、携帯型カプセル保持器に入り、カプセルを通って流れ、同様に該
蓋の底側に配置された液体入口を介して再び該蓋に入る。斯くして、液体入口に入るとき
には、該液体は既にカプセルを通過しており、液体入口に入る液体は既に、カプセルに封
入された抽出可能な食品から抽出された調製された飲料を有している。温かい飲料は次い
で、液体入口から、蓋を通って再び、ここでは液体輸送チャネルの中を内部的に流れ、第
２の液体出口を通って、該液体輸送チャネルから出る。
【００１６】
　コーヒーの調製に関しては、このことは、熱水がまず液体送りチャネルの中を蓋を通っ
て流れ、該蓋から出て、携帯型カプセル保持器及びカプセルを通って流れ、そこでコーヒ
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ーが抽出されることを意味する。次いでコーヒーが再び蓋に入り、液体輸送チャネルを通
って流れ、最終的に第２の液体出口を通って蓋から出る。
【００１７】
　本発明の飲料製造機の更なる中心的な特徴は、液体が携帯型カプセル保持器を流れる態
様である。液体が最初に蓋から出る場所である第１の液体出口は、携帯型カプセル保持器
が煎出ユニットに挿入され、蓋が閉じられたときに、保持器の液体入口に接続されるよう
構成される。先行技術の１杯分用のコーヒーマシンとは異なり、液体は次いで、カプセル
に直接に入るのではなく、まずカプセル保持器を通って内部的に流れる。該液体は、第１
の液体出口から保持器の液体入口へと流れ、次いで、内部的な保持器チャネルを介してカ
プセル保持器の側壁を通り、カプセル受容部の内側面においてカプセル保持器の側壁を出
る。ここから、該液体は、カプセルの外周に沿って底壁に向かって流れ、カプセルの底側
から該カプセルに入る。該液体は次いで、底から上へとカプセルを通って流れ、これによ
りカプセルに封入された抽出可能な食品（例えばコーヒー）を抽出し、カプセルの上側に
おいて該カプセルから出る。
【００１８】
　上述した液体経路は、一見すると複雑に思われるかも知れないが、飲料調製のために利
用されるカプセルが煎出ユニットに手動で挿入され（逆さまにではなく）、液体がカプセ
ルの底部から上部へと流れる、１杯分用の飲料製造機を実現する効果的な方法を示すもの
であり、流体力学に関してはコーヒー及び／又はエスプレッソコーヒーを煎出するために
最適と考えられる。
【００１９】
　改善例によれば、液体送りチャネル及び液体送りチャネルは好適には、蓋の底側に略平
行に延在する。液体送りチャネルの部分は依然として、蓋の底側を横断する又は垂直に延
在しても良い。それにもかかわらず、液体送りチャネル及び液体送りチャネルの殆どの部
分が蓋の底側に略平行に延在する場合には、蓋のサイズ、特に高さは、比較的小さいまま
に保たれても良い。
【００２０】
　更なる改善例によれば、煎出ユニットの本体は、液体集めボウルを有し、該液体集めボ
ウルは、煎出ユニット内で煎出された温かい飲料を排出するための排出口を有する。携帯
型カプセル保持器が該液体集めボウルに挿入され、蓋が閉じられたときに、該液体集めボ
ウルに第２の液体出口が開く。
【００２１】
　斯くして該液体集めボウルは、抽出された温かい飲料のための集め部として機能する。
該ボウルは、ここではコーヒー集め部とも示される。該液体集めボウルは、カプセル保持
器を囲み、第２の液体出口を通って蓋から出る抽出された温かい飲料が、該液体集めボウ
ルに落ちるようにし、該飲料が最終的に、液体排出口を通って該排出口の下に置かれた消
費者のカップに供給されるようにされる。それ故、該液体排出口は好適には、該液体集め
ボウルの底側に配置される。該液体集めボウルはまた、携帯型カプセル保持器が配置され
得る空洞又は受容部を定義する。当該受容部は、ユーザがカプセルではなくパッドを利用
することを欲する場合には、携帯型パッド保持器もが該受容部に挿入され得るように構成
される。
【００２２】
　該液体集めボウルは、煎出ユニットの本体に固定されても良いが、必ずしも固定される
必要はない。該ボウルは、交換可能な部品として設計されても良い。このことは、洗浄可
能性を向上させる。
【００２３】
　更なる実施例によれば、前記蓋は、複数の液体送りチャネルを有し、前記複数の液体送
りチャネルのそれぞれが、前記蓋を通って延在し、前記蓋の底側に配置された別個の第１
の液体出口において終端する。該複数の液体送りチャネルのそれぞれは好適には、該蓋の
中央領域において始まり、それぞれの第１の液体出口へと、径方向に外向きに延在する。
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これら第１の液体出口は、好適には中央領域から等しい距離に配置される。
【００２４】
　斯くして、液体は、単一の液体出口（第１の液体出口）を通ってのみ煎出ユニットに注
入されるのではなく、幾つかの液体出口に分散されることとなる。このことは、煎出ユニ
ット内の好適な液体分散を実現し、いずれの構成に対しても、即ちカプセル保持器が利用
される場合にもパッド保持器が利用される場合にも、有利となる。
【００２５】
　更なる実施例によれば、前記蓋は更に、前記カプセルの上側を破裂させる第１の破裂要
素を有し、前記第１の破裂要素は、前記蓋の底側に配置され、前記蓋の液体入口と流体連
通される。
【００２６】
　抽出された温かい飲料が蓋に２度目に入る場所である、該蓋の液体入口は、例として第
１の破裂要素に内蔵されても良い。以上に説明されたように、第１の破裂要素が蓋に配置
された底側は、蓋が閉じられたときにカプセルの上側に面する側である。斯くして、通常
薄い箔により被覆されているカプセルの上側は、蓋が閉じられるとすぐに、自動的に破裂
させられ、部分的に破壊される。第１の破裂要素は、カプセルの箔に１つ以上の小さな穴
を穿孔し、これにより、抽出された温かい飲料がカプセルから出て、液体入口を介して蓋
に再び入ることができる。
【００２７】
　しかしながら、上述した第１の破裂要素は単なる代替例であり、必須の特徴ではない。
好適には、カプセルの上側を被覆する予め穴の開いた箔を持つカプセルが利用される。こ
の場合には、液体が該箔の予め開けられた穴を浸み出すため、該箔は穿孔される必要がな
い。予め穴を開けられた箔を持たなくても、能動的に穿孔される必要がない、他のタイプ
のカプセルもある。後者のタイプのカプセルは通常、カプセルの上側を被覆する箔を持ち
、加圧された液体が該カプセルに注入されるとすぐに、内圧によって該箔が破壊される。
【００２８】
　更なる改善例においては、前記携帯型カプセル保持器は、複数の内部保持器チャネルを
有し、各前記内部保持器チャネルは、少なくとも１つの側壁に内蔵され、前記基部の上側
に配置された保持器液体入口から始まり、前記少なくとも１つの側壁の内部を通り、前記
カプセル受容部の内側面において終端する。
【００２９】
　第１の液体出口に対応して、該複数の内部保持器チャネルは好適には、カプセル受容部
の中心長手軸から、等しい距離に配置される。斯くして、保持器液体入口は、基部の上側
の周縁部に、局所的に分布させられる。このとき、蓋の各第１の液体入口は、蓋が閉じら
れると、保持器液体入口の対応する１つに接続される。斯くして、複数の内部保持器チャ
ネルを備えることにより、液体は異なる側面からカプセル受容部に入ることとなり、この
ことは流体力学的な挙動に関しても熱力学的な挙動に関しても有利であると考えられる。
この場合、カプセル保持器及びカプセルを通る液体の流れは、噴水に似ている。
【００３０】
　更なる改善例によれば、前記携帯型カプセル保持器の前記基部は、互いに対して移動可
能な、少なくとも２つの別個の基部部分、第１の基部部分と第２の基部部分とを有し、前
記第１の基部部分と前記第２の基部部分との間に、封止要素が配置される。
【００３１】
　更に、前記第１の基部部分と前記第２の基部部分との間に、ばね要素が配置されても良
い。該ばね要素は、これら２つの基部部分を、予め定義された機械的床止めまで、互いか
ら離れるよう押す拡大要素として機能する。該ばね要素はまた、複数の別個のばね要素を
有しても良い。このことは、煎出ユニットの蓋が閉じられたときに、カプセル保持器の基
部が僅かに圧縮され、初期封止を提供するのに十分な初期力がかけられるため、接触ユニ
ットとカプセル保持器との間の封止が向上させられるという主な利点を持つ。このことは
、注入された液体が、接触面を通して漏れることを防止する。
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【００３２】
　該携帯型カプセル保持器のこれら２つの基部部分の間に配置された封止要素は、一種の
圧力補償器として機能する。液体がカプセルに注入されるとすぐに、煎出室内の圧力は著
しく上昇する。カプセル保持器の基部の２つの部分は、互いから離れるよう僅かに動く。
このとき、上述した封止要素は、第２の基部部分に対する第１の基部部分の動きを補償し
、封止が維持されるようにする。
【００３３】
　更なる改善例によれば、前記携帯型カプセル保持器の前記少なくとも１つの側壁は、前
記カプセルのフランジを受容するためのフランジ受容部を有し、前記フランジ受容部は、
前記少なくとも１つの側壁における凹部であり、前記基部の上側に配置される。
【００３４】
　当該改善例は、蓋、カプセル及びカプセル保持器の間の、より好適な封止を提供する。
これに加え、該カプセルはこれにより、カプセル保持器に機械的に固定される。このこと
は、消費者がカプセルをカプセル保持器のなかに適切な態様で直観的に置くことを可能と
するため、消費者にとって容易な取り扱いを実現する。
【００３５】
　更なる改善例においては、前記携帯型カプセル保持器は、底壁に接続された弁を有する
。当該弁は、圧力がかけられていない、煎出工程の後に、該携帯型カプセル保持器を排出
することを可能とする。
【００３６】
　更なる実施例においては、前記携帯型カプセル保持器は、前記カプセルの後側を破裂さ
せるための第２の破裂要素を有し、前記第２の破裂要素は、前記カプセル受容部の内側面
から突出し、底壁に接続される。
【００３７】
　当該第２の破裂要素は、カプセルが該携帯型カプセル保持器に挿入されたとき、又は煎
出ユニットの蓋が閉じられ、カプセルが該カプセル保持器内に押し下げられたときに、カ
プセルの後側に１つ以上の穴を開ける。
【００３８】
　しかしながら、上述した第１の破裂要素に類似する該第２の破裂要素は、単なる代替例
であって、必須の特徴ではない。好適には、カプセルの底側に少なくとも１つの予め開け
られた開口を持つカプセルが利用される。この場合には、液体が該予め開けられた開口を
通ってカプセルに注入され得るため、カプセルの底側は穿孔される必要がない。
【００３９】
　斯くして、（以上に説明されたように）内部保持器チャネルを通ってカプセル受容部に
入る液体は、保持器の側壁の内側面に沿って、底壁に向かって流れ、第２の破裂要素によ
ってカプセルに予め開けられている又は能動的に開けられた１つ以上の開口を通って、カ
プセルに入ることとなる。液体がカプセルの周囲のまわりを流れ得ることを確実にするた
め、カプセル受容部の内径が、カプセルの外径よりも（僅かに）大きくなるよう設計され
ることが好適である。このようにして、カプセルの外周とカプセル受容部の内側面との間
に、小さな間隙が形成される。このことは、更なる利点も持つ。カプセルに入る前に当該
間隙を通って流れる熱い液体が、既にカプセルを外側から加熱することとなる。
【００４０】
　以上のパラグラフは、主に煎出ユニットの蓋の設計、及び携帯型カプセル保持器の設計
に焦点を当てたが、一般的に該飲料製造機は更に、蓋を介して煎出ユニットに液体を供給
するための液体供給部と、煎出ユニットに供給される前に液体を加熱するための加熱器と
、該液体供給部及び／又は該加熱器を制御するためのコントローラと、を有することは明
らかであろう。望ましい製法に依存して、該コントローラは特に、液体の量、液体の流量
、及び／又は加熱器の加熱パワーを制御しても良い。
【００４１】
　更なる実施例によれば、該飲料製造機は更に、携帯型カプセル保持器及び携帯型パッド
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保持器のうちどちらのタイプの保持器が空洞に挿入されたかを検出するための検出器を有
しても良い。この場合には、該コントローラは、検出された保持器のタイプに依存して、
液体供給部及び／又は加熱器のパラメータを変更するよう構成されても良い。
【００４２】
　パッド保持器はカプセル保持器よりも大きくなるよう設計されるため、流れの挙動は、
煎出ユニットに挿入された保持器のタイプに自動的に依存する。しかしながら、挿入され
た保持器のタイプに依存して圧力及び／又は液体の流量を能動的に変更するコントローラ
は、この場合には液体のパラメータが使用されている消耗品のタイプ（カプセル又はパッ
ド）により正確に適合されるため、コーヒーの品質を更に改善し得る。例えば、「通常の
」コーヒーが煎出されるべき場合であり、柔らかいパッドを含むパッド保持器が挿入され
た場合、該コントローラは、より高い流量で、より多くの量の液体を供給するよう、液体
供給部を制御しても良い。エスプレッソが煎出されるべき場合であり、カプセルを含むカ
プセル保持器が該製造機に挿入された場合、該コントローラは、より低い流量で、より少
ない量の液体を供給するよう、液体供給部を制御しても良い。
【００４３】
　該製造機に挿入された保持器のタイプを検出するための検出器は、例えば光学的、誘導
的又は機械的な検出器のような、複数の異なる方法で実現され得る。最も容易な方法は、
２つの異なるタイプの保持器のうち一方が挿入されたときにのみ作動させられる小型のボ
タンを備えることであろう。
【００４４】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下に説明される実施例を参照しながら説明され明
らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施例による飲料製造機の煎出ユニット、携帯型カプセル保持器及び携
帯型パッド保持器の斜視図を示す。
【図２（Ａ）】携帯型パッド保持器が煎出ユニットに挿入された、煎出ユニットの断面図
を示す。
【図２（Ｂ）】携帯型パッド保持器が煎出ユニットに挿入された、煎出ユニットの断面図
を示す。
【図３（Ａ）】携帯型カプセル保持器が煎出ユニットに挿入された、煎出ユニットの断面
図を示す。
【図３（Ｂ）】携帯型カプセル保持器が煎出ユニットに挿入された、煎出ユニットの断面
図を示す。
【図４】本発明の実施例による煎出ユニットの蓋の断面図を示す。
【図５（Ａ）】本発明の実施例による携帯型カプセル保持器の斜視図を示す。
【図５（Ｂ）】本発明の実施例による携帯型カプセル保持器の断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　図１は、飲料製造機の煎出ユニット１０の実施例を示す。煎出ユニット１０は、柔らか
いパッドから又はカプセルからコーヒーを抽出することを可能とする、１杯分用のコーヒ
ーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンにおいて特に利用され得る。斯かる１杯
分用のコーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンにおいて通常含まれる残り
の部分は、簡潔さの理由のため図示されていない。煎出ユニット１０に加えて、斯かる１
杯分用のコーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒーマシンは通常、液体タンク、煎
出ユニット１０に液体を供給するためのポンプを含む液体供給部、液体を煎出ユニット１
０に供給する前に該液体を加熱するための加熱器、及び該液体供給部及び／又は該加熱器
を制御するためのコントローラを有する。勿論、該製造機はまた、並列に又は直列に配置
されていても良い幾つかの加熱器を有しても良い。
【００４７】
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　しかしながら、本発明の焦点は、煎出ユニット１０、及び煎出ユニット１０に挿入され
得るパッド及びカプセルの保持器であるため、以下に説明される図は、主にこれらの基本
的な特徴を示している。図１は、本発明による煎出室１０の実施例の上部を示す。当該煎
出室１０は、煎出室１０の下部を形成する本体１２を有する。本体１２の内部は、種々の
タイプのパッド保持器１６又はカプセル保持器１８を受容するための空洞１４を有する。
携帯型パッド保持器１６及び携帯型カプセル保持器１８の実施例は、図１の下部に示され
ている。パッド保持器１６は、抽出可能な食品（例えば挽かれたコーヒー）が入れられた
パッド（例えば柔らかいパッド）のために設計されている。カプセル保持器１８は、抽出
可能な食品を封入したカプセルのために設計されている。
【００４８】
　空洞１４及び携帯型の保持器１６、１８の設計は、パッド保持器１６及びカプセル保持
器１８のいずれの保持器もが、付加的なアダプタの必要なく、煎出室１０に選択的に挿入
されることができるように選択される。このことは、柔らかいパッドを用いる場合もカプ
セルを用いる場合も、同一の１杯分用のコーヒーマシン及び／又はエスプレッソコーヒー
マシンを利用することを可能とする。
【００４９】
　煎出ユニット１０は更に、ヒンジ２２を介して本体１２に接続された蓋２０を有する。
斯くして蓋２０は、空洞１４を開閉することを可能とする。蓋２０が開いている場合（図
１に示される）、携帯型保持器１６、１８の一方が空洞１４に置かれることができる。蓋
２０が閉じられている場合（図２及び３に示される）、蓋２０は空洞１４を外部から封止
し、飲料（例えばコーヒー及び／又はエスプレッソコーヒー）が煎出され得るようにする
。
【００５０】
　蓋２０の底側２４には、複数の液体出口２６が配置される。これら液体出口は、ここで
は第１の液体出口２６と示される。第１の液体出口２６は、蓋２０に内蔵された１つ以上
のチャネルを介して、液体供給部と流体連結される。第１の液体出口２６は、蓋２０が閉
じられ煎出工程が開始されるとすぐに、煎出ユニット１０の内部へ液体（好適には熱水）
を注入するよう機能する。これら第１の液体出口２６のうち１つのみを備えることは、一
般的に想到可能である。しかしながら、複数の第１の液体出口２６を備えることは、流体
力学的な観点から、より有利である。
【００５１】
　蓋２０は更に、参照番号２８が示す、蓋２０の底側２４に配置されても良い１つ以上の
破裂要素を有しても良い。これらの破裂要素は、以下に更に説明される第２のタイプの破
裂要素と区別するために、ここでは「第１の破裂要素」と示される。第１の破裂要素は、
携帯型カプセル保持器１８に挿入されたカプセルの上側を破裂させるよう機能し得る。こ
のことは、図３Ａ及び３Ｂを参照しながら、以下に更に詳細に説明される。
【００５２】
　図２は、携帯型パッド保持器１６が空洞１４に挿入された、煎出ユニット１０の断面図
を示す。図２Ａ及び２Ｂは、同じ断面を示す。より好適な概観のため、煎出ユニット１０
及び携帯型パッド保持器１６の種々の部分が図２Ａにおいて参照番号により参照されてお
り、一方で図２Ｂは、煎出ユニット１０及びパッド保持器１６を通って液体がどのように
流れるかを示している。
【００５３】
　図２Ａから分かるように、空洞１４は、本発明の実施例によれば、液体集めボウル３０
により定義される。液体集めボウル３０は、液体集めボウル３０の底側に配置された液体
排出口３２を有する。液体集めボウル３０は、２つの機能を持つ。一方では、該ボウルは
、パッド保持器１６を通過し、パッド保持器１６内のパッドを通って流れた後の、煎出さ
れた飲料を集める。集められた温かい飲料は次いで、液体排出口３２を介して煎出ユニッ
ト１０から出て、消費者のカップへと直接入る。他方では、液体集めボウル３０は、パッ
ド保持器１６のための受容部として機能する。このため、液体集めボウル３０は、パッド
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保持器１６が挿入され得る内蔵された保持器受容部３４を有する。
【００５４】
　液体集めボウル３０は、煎出ユニット１０の一体的な部分として設計されても良い。し
かしながら、図示された実施例においては、液体集めボウル３０は、交換可能な部分とし
て設計され、消費者が液体集めボウル３０を洗浄するため該ボウルを取り外すことができ
るようにされている。
【００５５】
　図２Ａは更に、液体が煎出ユニット１０の内部に入るときに通る、チャネルシステムを
示す。該チャネルシステムは、蓋２０に内蔵される。該チャネルシステムは、液体供給部
に接続された、液体供給入口３６を有する。液体供給入口３６は、蓋２０の底側２４を横
切る方向に（好適には垂直に）配置され、蓋２０の中央領域に配置された、液体分配チャ
ネル３８につながる。液体分配チャネル３８は、複数の液体送りチャネル４０につながる
。図２Ａに示された断面図は、１本の液体送りチャネル４０のみを示している。しかしな
がら、図４に示されるように、蓋２０は好適には、複数の液体送りチャネル４０を有する
。図４は、蓋２０の断面図、即ち、液体分配チャネル３８が液体送りチャネル４０へと開
いた位置における、蓋２０の上側に平行な断面を示す。各液体送りチャネル４０は、液体
分配チャネル３８を、複数の第１の液体出口２６の対応する１つへと接続する。図４に示
されるように、各液体送りチャネル４０は、蓋２０の中央領域から、径方向に外向きに、
対応する第１の液体出口２６に向かって延在する。
【００５６】
　蓋２０は更に、封止部材４２（例えば図２Ａ参照）を有する。封止部材４２は、蓋２０
に内蔵され、蓋２０が閉じられたときに空洞１４（煎出ユニット１０の内部）に面する底
側２４に配置される。当該封止部材４２は、煎出ユニット１０の空洞１４を、外部から封
止するために利用される。該部材は、蓋２０が閉じられたときに（図２Ａに示されるよう
に）、携帯型パッド保持器１６の上側フランジ４４に係合する、円形の封止環（例えば図
１参照）として実現される。
【００５７】
　蓋２０は更に、底側２４に配置された複数の突出部４８を有する。突出部４８は、小さ
なニップルの形状を持つ（例えば図１参照）。これらニップルは、煎出ユニット１０が閉
じられて、コーヒーを煎出するための柔らかいパッドがパッド保持器１６に挿入された場
合に、蓋２０の底側２４から該柔らかいパッドを離隔させるための、離隔要素として機能
する。他方、カプセルが利用され、携帯型カプセル保持器１８が煎出ユニット１０に挿入
されたときには、これらニップル４８は、特定の機能を持たない。これら突出部は主に、
コーヒー煎出工程の後に、蓋２０が開けられたときに、蓋２０の底側２４に柔らかいパッ
ドがくっつくことを防止するのに重要である。蓋２０の底側２４が完全に平坦であるとす
ると、斯かるパッドが蓋２０にくっつき易く、使用済みのパッドの取り扱いがユーザにと
って不快なものとなる。
【００５８】
　煎出ユニット１０を通る液体流が、矢印によって図２Ｂにおいて模式的に示されている
。図２Ｂから明らかとなるように、液体は液体供給入口３６を介して蓋２０に入り、液体
分配チャネル３８へと流れ、次いで液体送りチャネル４０へと分配される。次いで、熱い
液体が、複数の第１の液体出口２６を介して蓋２０から出て、パッド保持器１６に入る。
パッド保持器１６に挿入されたパッド（図示されていない）を通って流れることにより、
該パッドに入れられた抽出可能な食品から、飲料が抽出される。次いで、抽出された温か
い飲料は、パッド保持器出口４６を通ってパッド保持器１６から出て、液体集めボウル３
０へと落ち、最終的には液体排出口３２を介して煎出ユニット１０から出る。
【００５９】
　図３は、パッド保持器１６の代わりに、携帯型カプセル保持器１８が煎出ユニット１０
に挿入された状況を示す。ここでもまた、図３Ａ及び３Ｂは、同じ断面を示す。図３Ａは
、参照番号により種々の部分を示し、図３Ｂは、煎出ユニット１０及び携帯型カプセル保
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持器１８を通って液体がどのように流れるかを模式的に示している。
【００６０】
　携帯型カプセル保持器１８は、図２に示された携帯型パッド保持器１６と同じ保持器受
容部３４に挿入される。煎出ユニット１０は、携帯型カプセル保持器１８のために変更さ
れる必要はないが、煎出ユニット１０を通る液体流は、図２に示される状況とは全く異な
る。このことは、カプセル５０を、上側５２を上にして、後側５４を下向きにして、即ち
逆さまにせずに、カプセル保持器１８へと挿入することを可能とする。このことは、適切
な態様でカプセル５０をカプセル保持器１８に入れることを、より直観的にする。それに
もかかわらず、煎出ユニット１０及びカプセル保持器１８の特に設計されたチャネルシス
テムにより、液体流が後側５４においてカプセルに入り、上側を通ってカプセルから出る
ように、液体流を導くことが可能である。このことは、図５を参照しながら以下に説明さ
れる。
【００６１】
　携帯型カプセル保持器１８は、ハンドル部５８（図５Ａ及び５Ｂ参照）に接続された本
体５６を有する。本体５６は、カプセル５０を受容するよう構成された、略カップ型のカ
プセル受容部６０を有する。カプセル受容部６０は、基部５６の底側６４に配置された底
壁６２によって、及び、カプセル受容部６０を囲み底壁６２に横向きに延在する少なくと
も１つの側壁６６によって定義される。底壁６２及び側壁６６は、同一の一体化された部
分によって実現されても良い。しかしながら、図５に示された好適な実施例においては、
本体５６は、２つの別個の部分６８、７０に分割される。第１の本体部分６８は、基部５
６の上側部分を形成し、第２の本体部分７０は、基部５６の下側部分を形成する。第１の
本体部分６８は、カプセル受容部６０の側壁６６の上側部分を有し、第２の本体部分７０
は、側壁６６の下側部分、及びカプセル受容部６０の底壁６２を有する。２つの本体部分
６８、７０は好適には、１つ以上のばね要素（図示されていない）を介して互いに接続さ
れる。こればばね要素は、これら２つの部分を互いから離れる方向に押す。斯くして、該
ばね要素は、拡大要素として機能する。このことは、携帯型のカプセル保持器１８が煎出
ユニット１０に挿入され、蓋２０が閉じられたときに、基部５６の上側７２が、ばね力に
よって、蓋２０の底側２４に僅かに押し付けられるという、主な利点を持つ。蓋２０が閉
じられたときに、基部５６が僅かに圧縮されることとなるため、このことは、蓋２０とカ
プセル保持器１８との間の封止を改善する。
【００６２】
　携帯型カプセル保持器１８は更に、第１の本体部分６８と第２の本体部分７０との間に
配置された、１つ以上の封止要素９４を有しても良い（図５Ｂ参照）。１つ以上の封止要
素９４は、一種の圧力補償器として機能する。液体がカプセル５０に注入されるとすぐに
、携帯型カプセル保持器１８内の圧力は著しく上昇する。斯くして、携帯型カプセル保持
器１８の基部５６の２つの部分６８、７０は、互いから離れるよう僅かに動く。このとき
、上述した封止要素９４は、第２の本体部分７０に対する第１の本体部分６８の動きを補
償し、封止が維持されるようにする。
【００６３】
　携帯型カプセル保持器１８は更に、少なくとも１つの側壁６６に内蔵され、好適には第
１の本体部分６８の側壁６６に内蔵された（図５Ｂ参照）、少なくとも１つの内部保持器
チャネル７４を有する。内部保持器チャネル７４は、保持器液体入口７６から、少なくと
も１つの側壁６６の内部を通って延在し、カプセル受容部６０の内側面７８において終端
する。保持器液体入口７６は、基部５６の上側７２に配置される（図５Ａ参照）。
【００６４】
　図５Ｂに示された断面図は、１つの保持器液体入口７６及び１つの内部保持器チャネル
７４のみを示している。ここで示された技術的原理を確実にするには、単一の内部保持器
チャネル７４及び単一の保持器液体入口７６で十分ではあるが、好適な実施例は、複数の
内部保持器チャネル７４及び対応する保持器液体入口７６を有する（例えば図５Ａ参照）
。複数の内部保持器チャネル７４は好適には、基部５６に亘って均等に（対称的な態様で
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）分布させられる。複数の内部保持器チャネル７４の各々は好適には、カプセル受容部６
０の中心長軸８０から等しい距離だけ離隔される。保持器液体入口７６もまた、中心長軸
８０から等しい距離だけ離隔される。
【００６５】
　図示された実施例においては、携帯型カプセル保持器１８は更に、弁８２を有する。弁
８２は、基部５６の底壁６２に接続される。弁８２は、圧力がかけられていない、煎出工
程の後において、携帯型カプセル保持器１８からの排水を可能とする。
【００６６】
　代替として、又はこれに加えて、携帯型カプセル保持器１８は更に、カプセル５０の後
側５４を破裂させるための破裂要素を有しても良い。該破裂要素は、弁８２の近くにおい
て、又は弁８２の代わりに、基部５６の底壁６２に配置されても良い。該破裂要素は、カ
プセル受容部１８の内側面７８から突出しても良く、底壁６２に接続されていても良い。
更に、携帯型カプセル保持器１８は、カプセル５０のフランジ８６を受容するためのフラ
ンジ受容部８４を有する（図５Ａ参照）。該フランジ受容部８４は、少なくとも１つの側
壁６６における凹部とされ、基部５６の上側７２に配置される。
【００６７】
　図３Ｂは、煎出ユニット１０、カプセル保持器１８及びカプセル５０を通って液体がど
のように流れるかを示す。液体は、液体供給入口３６を介して蓋２０に入り、液体分配チ
ャネル３８へと流れ、異なる液体送りチャネル４０内へと分散され、複数の第１の液体出
口２６を通って蓋２０から出る。液体は、パッド保持器１６が煎出ユニット１０に挿入さ
れている場合と同じように（図２Ｂと比較して）蓋２０を通って流れる。その後、液体は
、複数の保持器液体入口７６を通ってカプセル保持器１８に入る。複数の第１の液体出口
２６の各々は、携帯型カプセル保持器１８が煎出ユニット１０の空洞１４に挿入されたと
きに、複数の保持器液体入口７６のうちの対応する１つに接続されるよう構成される。保
持器液体入口７６から、水が更に内部保持器チャネル７４を通って流れ、カプセル受容部
６０に入る。ここから、液体は、カプセル５０とカプセル受容部６０の内側面７８との間
の小さな間隙を通って、カプセル５０の後側５４に向かって流れる。液体は次いで、予め
穴が開けられた、又は上述した第２の破裂要素によってカプセル５０の後側５４に穿孔さ
れた、カプセル５０の後側５４において、該カプセルに入る。液体は、底側から上側へと
カプセル５０を通って流れ続け、これにより飲料（例えばコーヒー）を抽出する。抽出さ
れた温かい飲料は、予め穴が開けられた、又は上述した第１の破裂要素によってカプセル
５０の上側５２に穿孔された、少なくとも１つの開口を通って、カプセル５２の上側５２
においてカプセル５０から出る。カプセル５０から出た後、液体は次いで蓋２０に再び入
る。斯様に液体が蓋２０に再び入ることは、カプセルがカプセル保持器１８と共に利用さ
れる場合にのみ行われ、パッドがパッド保持器１６と共に利用される場合には行われない
。このとき既に抽出された飲料を有する液体は、蓋２０の底側２４に配置された液体入口
８８を介して、蓋２０に再び入る。ここから、蓋２０に内蔵された液体輸送チャネル９０
を通って、抽出された飲料が流れる。液体輸送チャネル９０は、液体送りチャネル４０と
略平行に延在するが、蓋２０において更に下に、即ち蓋２０の底側２４により近くを延在
する。抽出された飲料は次いで、ここでは第２の液体出口９２と示される液体出口９２を
通って、再び蓋２０から出る。第２の液体出口９２は好適には、第１の液体出口２６より
も、蓋２０の対称軸からは離れた距離にある。斯くして、抽出された温かい飲料は、液体
集めボウル３０に入り、携帯型カプセル保持器１８のまわりを流れ、液体排出口３２を介
して煎出ユニット１０から出る。
【００６８】
　携帯型カプセル保持器１８が煎出ユニット１０に挿入された場合、煎出ユニット１０を
通る液体流は一見複雑に見えるかも知れない。しかしながら、提示された蓋２０及び携帯
型カプセル保持器１８内のチャネルシステムは、カプセル５０を通る最適な流れの挙動を
確実にする。液体は、噴水と同じ態様でカプセル５０を通って流れる。ここで示された飲
料製造機の更なる主な利点は、種々のタイプのパッド及びカプセルと共に容易に利用され
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ることができ、取り扱いが消費者にとって容易で直観的である点である。
【００６９】
　本発明は図面及び以上の記述において説明され記載されたが、斯かる説明及び記載は説
明するもの又は例示的なものであって限定するものではないとみなされるべきであり、本
発明は開示された実施例に限定されるものではない。図面、説明及び添付される請求項を
読むことにより、請求される本発明を実施化する当業者によって、開示された実施例に対
する他の変形が理解され実行され得る。
【００７０】
　請求項において、「有する（comprising）」なる語は他の要素又はステップを除外する
ものではなく、「１つの（a又はan）」なる不定冠詞は複数を除外するものではない。単
一の要素又はその他のユニットが、請求項に列記された幾つかのアイテムの機能を実行し
ても良い。特定の手段が相互に異なる従属請求項に列挙されているという単なる事実は、
これら手段の組み合わせが有利に利用されることができないことを示すものではない。
【００７１】
　請求項におけるいずれの参照記号も、請求の範囲を限定するものとして解釈されるべき
ではない。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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